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1.  平成23年5月期第3四半期の連結業績（平成22年5月21日～平成23年2月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第3四半期 17,169 46.9 4,140 105.1 4,341 96.8 2,600 104.3
22年5月期第3四半期 11,689 △19.1 2,018 △21.9 2,206 △19.6 1,272 △17.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年5月期第3四半期 66.97 ―
22年5月期第3四半期 32.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第3四半期 35,997 32,833 91.2 845.62
22年5月期 35,162 31,433 89.4 809.56

（参考） 自己資本   23年5月期第3四半期  32,833百万円 22年5月期  31,433百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 6.00 ― 11.00 17.00
23年5月期 ― 16.00 ―
23年5月期 

（予想）
14.00 30.00

3.  平成23年5月期の連結業績予想（平成22年5月21日～平成23年5月20日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,910 36.5 5,180 71.6 5,440 67.2 3,220 70.6 82.93



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想等の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、【添付資料】４ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期3Q 39,012,000株 22年5月期  39,012,000株
② 期末自己株式数 23年5月期3Q  184,748株 22年5月期  184,639株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期3Q 38,827,274株 22年5月期3Q  38,827,387株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめ新興国への輸出や政府の景気刺激策の一部にお

いて効果もあり、企業業績・収益の改善が見られましたが、第２四半期以降、海外景気の減速や在庫調整による輸

出の減少、内需においては依然として厳しい雇用情勢や個人消費の低迷、円相場の高止まりから短期的な踊り場を

迎え、総じて低調に推移いたしました。 

当社グループが属するスイッチング電源の国内市場におきましては、「エコ」をキーワードにしたリチウムイオ

ン電池・太陽光パネルなどの省エネルギー産業の設備投資意欲が引き続き増加傾向にありますが、一方で中国での

過剰な生産拡大を受け、輸出減速が表面化し、在庫調整局面に入るとともに、半導体製造装置関連においては、設

備投資に過剰感があり、全体的に低調に推移いたしました。 

海外市場では、アメリカ経済は新興国向け輸出の拡大により回復基調は持続しており、医療機器関連や軍事関連

産業が引き続き堅調なことに加え、情報関連を中心に設備投資が増加しました。ヨーロッパにおいては、ドイツで

の新興国向けの輸出が急激に増大しましたが、一方でギリシャ、アイルランドなどの国でソブリン問題による経済

の低迷が続き二極化が進んでおります。アジアにおいては、中国・ＡＳＥＡＮ諸国での内需拡大策により、成長は

鈍化したものの、回復傾向が持続されております。 

このような情勢の中で当社グループは、営業面では、国内においてはディーラー販売力の強化、顧客への提案能

力向上を狙った体質改善を図るとともに、新製品を軸にした成長産業・業界への提案営業を強化し、新規顧客開

拓、重点顧客の深堀活動に注力してまいりました。 

海外におきましては、引き続き新規引き合い獲得の増加と新規ユーザーの開拓、新製品の拡販に注力するととも

に、海外ユーザーに対する技術サポートを迅速に対応できるように体制の強化に取り組んでまいりました。 

新製品につきましては、医用電気機器用ユニット電源「ＰＭＡシリーズ」、小型汎用ＤＣ－ＤＣコンバータ「Ｍ

Ｇ／ＭＧＦシリーズ」、単相交流入力用小型ノイズフィルタ「ＥＳＣ／ＥＳＭ／ＥＳＰシリーズ」をそれぞれ市場

投入いたしました。 

開発・生産面では、ＴＱＭ（総合的品質管理）活動を継続展開し、部品不良及び工程内不良の低減に注力すると

ともに、二酸化炭素（ＣＯ２）削減対応や環境問題にも引き続き取り組んでまいりました。また、一部の電子部品

の入手難に対する部品材料の確保や生産効率の向上に注力してきたことにより、納期遅延問題はほぼ解消いたしま

した。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は146億41百万円（前年同期比7.9％増）、

売上高は171億69百万円（同46.9％増）となり、経常利益は43億41百万円（同96.8％増）、四半期純利益は26億円

（同104.3％増）となりました。 

セグメントの業績は、以下のとおりであります。 

① 日本 

日本国内では、中国をはじめとするアジア地域において、自動車産業を中心とした設備投資意欲が改善され

つつある中、ＦＡ関連機器の輸出関連企業の業績回復により、大幅な需要増加となりました。しかしながら、

国内需要は好転しておらず、厳しい雇用情勢、個人消費の低迷等、全般的には低調に推移いたしました。 

このような情勢の中、成長業界・企業へのデザイン・イン活動の強化と新製品の拡販活動に注力するととも

に、新規顧客の開拓、重点顧客の深堀活動に取り組んでまいりました。 

この結果、外部顧客に対する売上高は、132億83百万円（前年同期比50.7％増）、セグメント利益は38億90百

万円（同105.1％増）となりました。 

② 北米 

アメリカでは、医療機器関連や軍事関連産業が堅調に推移しており、情報機器関連を中心とした設備投資も

増加し、需要は拡大傾向で推移いたしました。 

このような情勢の中、ディーラーへの密接なサポートとユーザーへのきめ細かい対応で、新規引き合いの増

加と新規ユーザー獲得を重点に営業活動を展開してきました。 

この結果、外部顧客に対する売上高は、15億13百万円（前年同期比39.0％増）、セグメント利益は１億６百

万円（同197.5％増）となりました。 

③ ヨーロッパ 

ヨーロッパでは、ドイツでの需要が拡大し、医療機器関連や環境関連産業を中心に需要が拡大傾向となりま

した。 

このような情勢の中、ヨーロッパ市場における販売ネットワークの整備とドイツ市場を中心に営業活動を活

発に行い、ディーラーサポートの充実と新規ユーザーの増加に取り組んでまいりました。 

この結果、外部顧客に対する売上高は、８億75百万円（前年同期比64.8％増）、セグメント利益は56百万円

（前年同期は９百万円の損失）となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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④ アジア 

中国では、半導体や液晶パネルなどの部品の需要が拡大し、設備投資も活発化しており、全般的に拡大基調

で推移いたしましたが、納期の長期化のため先行発注が多く見られました。 

このような情勢の中、北京オフィスからは中国北東部、深圳オフィスからは中国南部への拡販と、インドで

はバンガロールオフィスから営業活動を展開し、新製品「ＤＨＳシリーズ」を中心としたＤＣ－ＤＣコンバー

タの拡販に努めてまいりました。また、韓国・ソウルに営業オフィスを新たに設置し、営業活動を展開してま

いりました。 

この結果、外部顧客に対する売上高は、14億97百万円（前年同期比19.4％増）、セグメント利益は95百万円

（同48.2％増）となりました。 

なお、参考までに記載すると事業部門別の業績は、以下のとおりであります。 

1）受注高及び受注残高 

2）売上高 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

＜財政状態の分析＞  

当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ８億35百万円（2.4％）増加し、

359億97百万円となりました。 

流動資産は、前連結会計年度末比８億50百万円（4.9％）増加しました。これは、売上債権が４億80百万円

（7.5％）、有価証券が４億31百万円（6.5％）それぞれ増加した一方で、たな卸資産が１億２百万円（5.3％）減少

したことが主因であります。 

固定資産は、前連結会計年度末比15百万円（0.1％）減少しました。これは、有形固定資産が２億３百万円

（5.4％）増加した一方で、投資有価証券が１億42百万円（1.1％）減少したことが主因であります。 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べ５億64百万円（15.1％）減少

し、31億64百万円となりました。これは、買掛金が２億83百万円（27.8％）、賞与引当金が１億71百万円（46.6％)

それぞれ減少したことが主因であります。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ13億99百万円（4.5％）増加

し、328億33百万円となりました。剰余金の配当がありましたが、四半期純利益の計上により、株主資本は前連結会

計年度末比15億51百万円（4.9％）増加した一方で、評価・換算差額等が１億51百万円（50.7％）減少しました。こ

の結果、１株当たり純資産は845円62銭、自己資本比率は91.2％となりました。 

  

  

  

事業部門 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年５月21日 
至 平成23年２月20日） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成23年２月20日） 

受注高（百万円） 
対前年同期 
増減率（％） 

受注残高（百万円） 
対前年同期 
増減率（％） 

ユニット電源  9,745 8.1  1,649 △18.5 

オンボード電源  4,592 5.0  654 △17.7 

ノイズフィルタ  304 62.7  38 9.2 

合計  14,641 7.9  2,343 △18.0 

  

  

  

事業部門 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年５月21日 
至 平成23年２月20日） 

売上高（百万円） 
対前年同期 
増減率（％） 

ユニット電源  11,759 54.4 

オンボード電源  5,066 29.5 

ノイズフィルタ  343 115.4 

合計  17,169 46.9 
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＜キャッシュ・フローの状況＞  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、58億61百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ12億89百万円増加いたしました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は21億68百万円（前年同期比273.6％）となりました。これは主に、税金等調整前

四半期純利益43億29百万円、減価償却費５億44百万円を計上した一方で、賞与引当金の減少額１億71百万円、売

上債権の増加額５億45百万円、たな卸資産の増加額１億37百万円、仕入債務の減少額２億82百万円、法人税等の

支払額16億70百万円があったことを反映したものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は２億96百万円（前年同期は使用した資金19億10百万円）となりました。これは

主に、投資有価証券の償還による収入28億円がありましたが、投資有価証券の取得による支出17億円、有形固定

資産の取得による支出８億13百万円があったことを反映したものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は10億38百万円（同92.6％増）となりました。これは主に、配当金の支払額であ

ります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

経済環境としては、円相場の動向や原油価格の上昇など物価上昇圧力など不安要素がありますが、アジア地域で

の旺盛な需要を背景に、各種産業・業界において生産・輸出の回復が持ち直していくものと思われます。 

当社グループが属するスイッチング電源市場も、国内では、市場在庫の過剰による調整が終わり、医療機器関連

や環境関連、制御機器関連などの需要が拡大し、半導体市場における設備投資意欲も持ち直しの動きが見られ、全

体的には緩やかに回復していくものと考えられます。海外においても、アメリカでは、制御機器関連、医療機器関

連業界を中心とした需要拡大傾向や、ヨーロッパでは制御機器、医療機器や環境関連産業の需要が拡大し、アジア

では、中国、インドなどで内需により緩やかながら拡大していくものと考えられます。 

第３四半期連結累計期間における業績の進捗状況及び今後の経済環境を勘案し、通期の業績予想の見直しを行っ

た結果、平成22年12月15日に公表いたしました業績予想から変更はありません。  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、一部実地棚卸を省略し、前連結会計年度末及び第

２四半期連結会計期間の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。 

②有形固定資産の減価償却費の算出方法 

定率法を採用している有形固定資産の減価償却費は、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

出しております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,813,016 1,855,160

受取手形及び売掛金 6,906,498 6,426,002

有価証券 7,048,888 6,617,771

商品及び製品 593,846 552,448

仕掛品 55,687 53,473

原材料及び貯蔵品 1,376,281 1,317,717

繰延税金資産 205,656 275,072

その他 102,336 161,680

貸倒引当金 △12,614 △20,254

流動資産合計 18,089,597 17,239,074

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,545,253 3,536,102

減価償却累計額 △2,300,435 △2,221,276

建物及び構築物（純額） 1,244,817 1,314,825

機械装置及び運搬具 4,809,754 4,597,950

減価償却累計額 △3,671,175 △3,601,329

機械装置及び運搬具（純額） 1,138,578 996,620

工具、器具及び備品 4,551,123 4,488,915

減価償却累計額 △4,227,258 △4,192,929

工具、器具及び備品（純額） 323,865 295,985

土地 1,192,963 1,192,963

建設仮勘定 109,587 5,660

有形固定資産合計 4,009,812 3,806,055

無形固定資産 126,697 103,852

投資その他の資産   

投資有価証券 13,309,655 13,452,116

繰延税金資産 397,718 441,818

その他 72,559 119,707

貸倒引当金 △8,080 －

投資その他の資産合計 13,771,853 14,013,642

固定資産合計 17,908,363 17,923,550

資産合計 35,997,961 35,162,625
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月20日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 735,940 1,019,766

未払金 128,765 184,636

未払法人税等 899,503 951,720

賞与引当金 196,859 368,605

役員賞与引当金 － 11,330

その他 365,888 343,747

流動負債合計 2,326,957 2,879,806

固定負債   

退職給付引当金 364,646 383,592

役員退職慰労引当金 473,200 462,300

その他 － 3,735

固定負債合計 837,846 849,628

負債合計 3,164,804 3,729,434

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,055,000 2,055,000

資本剰余金 2,288,350 2,288,350

利益剰余金 29,077,350 27,525,322

自己株式 △136,214 △136,065

株主資本合計 33,284,485 31,732,606

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,931 △35,992

為替換算調整勘定 △449,397 △263,423

評価・換算差額等合計 △451,329 △299,416

純資産合計 32,833,156 31,433,190

負債純資産合計 35,997,961 35,162,625
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月21日 
 至 平成22年２月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月21日 
 至 平成23年２月20日) 

売上高 11,689,661 17,169,470

売上原価 7,939,250 11,142,101

売上総利益 3,750,411 6,027,369

販売費及び一般管理費 1,731,780 1,887,277

営業利益 2,018,630 4,140,092

営業外収益   

受取利息 155,391 146,465

受取配当金 21,328 24,194

受取補償金 11,937 49,728

その他 23,070 22,669

営業外収益合計 211,727 243,058

営業外費用   

為替差損 23,758 38,811

その他 16 2,649

営業外費用合計 23,774 41,460

経常利益 2,206,584 4,341,690

特別利益   

固定資産売却益 1,244 899

賞与引当金戻入額 － 2,691

特別利益合計 1,244 3,590

特別損失   

固定資産売却損 1,473 972

固定資産除却損 6,081 14,745

投資有価証券売却損 222 －

投資有価証券評価損 59,629 －

たな卸資産処分損 2,450 －

特別損失合計 69,857 15,717

税金等調整前四半期純利益 2,137,971 4,329,562

法人税、住民税及び事業税 873,340 1,639,455

法人税等調整額 △8,184 89,741

法人税等合計 865,155 1,729,197

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,600,365

四半期純利益 1,272,815 2,600,365
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月21日 
 至 平成22年２月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月21日 
 至 平成23年２月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,137,971 4,329,562

減価償却費 550,648 544,761

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,628 △18,845

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14,900 10,900

賞与引当金の増減額（△は減少） △92,067 △171,745

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △11,330

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,821 2,113

受取利息及び受取配当金 △176,719 △170,659

為替差損益（△は益） 20,998 51,802

有形固定資産売却損益（△は益） 229 72

有形固定資産除却損 6,081 14,745

投資有価証券売却損益（△は益） 222 －

投資有価証券評価損益（△は益） 59,629 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,441,892 △545,616

破産更生債権等の増減額（△は増加） － △8,426

たな卸資産の増減額（△は増加） △644,613 △137,893

仕入債務の増減額（△は減少） 332,350 △282,537

その他 13,104 42,121

小計 791,291 3,649,024

利息及び配当金の受取額 182,864 189,844

法人税等の支払額 △393,904 △1,670,771

営業活動によるキャッシュ・フロー 580,251 2,168,097

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 50,000

有形固定資産の取得による支出 △165,121 △813,004

有形固定資産の売却による収入 6,434 2,157

無形固定資産の取得による支出 △50,332 △42,100

投資有価証券の取得による支出 △3,103,245 △1,700,395

投資有価証券の売却による収入 247 －

投資有価証券の償還による収入 1,400,000 2,800,000

その他 1,129 △264

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,910,887 296,392

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △48 △148

配当金の支払額 △539,262 △1,038,326

財務活動によるキャッシュ・フロー △539,311 △1,038,475

現金及び現金同等物に係る換算差額 △69,677 △136,984

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,939,623 1,289,029

現金及び現金同等物の期首残高 5,346,114 4,572,935

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

56,171 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,462,661 5,861,964
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該当事項はありません。 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

当社グループは、直流安定化電源の製造・販売を主たる事業としている専門メーカーであります。当該事業以外

に事業の種類がないため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年５月21日 至 平成22年２月20日） 

（注） 第１四半期連結会計期間より、コーセル上海電子有限公司を連結範囲に含めたことに伴い、所在地別セグ

メントの「香港」を「アジア」に変更しております。連結範囲の変更に伴い、従来の方法によった場合に比

べて、当第３四半期連結累計期間における「アジア」の外部顧客に対する売上高は183,608千円、営業利益

は11,442千円それぞれ増加しております。 

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年５月21日 至 平成22年２月20日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1)北米……………米国、カナダ 

(2)ヨーロッパ……ドイツ、イギリス、フランス、スイス、オーストリア、ノルウェー、スウェーデン等 

(3)アジア他………東アジア諸国、東南アジア諸国、インド、オーストラリア等 

３．海外売上高は、連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  
日本 

（千円） 

米国 

（千円） 

ドイツ 

（千円） 

アジア 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

売上高               

(1)外部顧客に対する売上高  8,814,909 1,089,178 531,133 1,254,440  11,689,661  － 11,689,661

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 2,198,270 － － －  2,198,270 (2,198,270) －

計  11,013,179 1,089,178 531,133 1,254,440  13,887,931 (2,198,270) 11,689,661

営業利益又は営業損失（△）  1,896,976 35,842 △9,006 64,210  1,988,022  30,608 2,018,630

  北米 ヨーロッパ アジア他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  1,089,178  531,133  1,254,440  2,874,751

Ⅱ 連結売上高（千円）    11,689,661

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  9.3  4.6  10.7  24.6
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経

営者が、経営資源の分配の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、直流安定化電源の製造・販売を主たる事業としている専門メーカーであります。国内におい

ては当社及び国内子会社が、海外においては北米（米国、カナダ）、ヨーロッパ（主にドイツ、イギリス、フラ

ンス、スウェーデン等）、アジア（主に中国、韓国、インド等）の各地域をコーセルU.S.A.INC.（米国）、コー

セルヨーロッパGmbH（ドイツ）、コーセルアジアLTD.（香港）及びコーセル上海電子有限公司（中国）の現地法

人がそれぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日

本」、「北米」、「ヨーロッパ」及び「アジア」の４つを報告セグメントとしております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損益に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年５月21日 至 平成23年２月20日） 

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益の調整額△8,643千円は、セグメント間の取引消去2,524千円及び棚卸資産の未実現損益

の消去△11,167千円であります。 

２．各報告セグメントのセグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致

しております。 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

該当事項はありません。  

  

  
報告セグメント 調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 日本 北米 ヨーロッパ アジア 合計 

売上高               

外部顧客に対する売上高  13,283,202  1,513,416  875,362  1,497,489  17,169,470  －  17,169,470

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 3,160,631  －  －  －  3,160,631 (3,160,631)  －

計  16,443,833  1,513,416  875,362  1,497,489  20,330,102 (3,160,631)  17,169,470

セグメント利益  3,890,209  106,640  56,727  95,157  4,148,735 (8,643)  4,140,092

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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